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足の裏でエリアの違いを感じら
れる素材の切替素 材

パーク内の家具のリブを触るこ
とで道標となる素 材

やさしい太陽の光が入り込
む情報スペース自然光

神戸アイセンター

環境断面図

「ビジョンパーク」は神戸アイセンターのエントランス空間にあり、視
力低下による困難さを抱える人々が気づきや挑戦を促すことを目的と
した支援空間である。

「病院に、遊びに行こう！」をキャッチフレーズに、公園のように様々
な人が行き交う中で、誰もが安全に楽しむための段差が設けられてい
る。パーク内には手すりや点字ブロックを設けず、代わりに当事者自
らが空間を楽しみ挑戦できるデザインが展開されている。

コントラストを重視した内装デザイン

異なる用途の空間に対して、「色彩」「素材」「自然光」「照明」など、
視覚・触覚のコントラストを明確に作り出し、空間を認識でき
る インテグレイテッドデザイン を実現した。

このようなバリアフリーの既成概念を超えたデザインは、利用
者主体の社会を作り出す今後の医療施設の空間デザインにおい
て、大きな影響を与える可能性を持つ施設となり得るだろう。

視覚に頼らず空間を認識できる
　　　　　　　　　　　　　　　　新しいデザイン

i P S 細胞を活用した世界初の「眼」のワンストップセンター

Kobe Eye Center

多様な光や色による空間デザインと環境デザインの融合

目に障がいのある人々
     に気づきを与える空間

3階病院外来待合について晴眼者、視覚障がい者、弱視の方、様々
な方が訪れる施設として、「照明」（道しるべとなる照明）「色彩」（明
度差、色のコントラスト）「素材」（リノリウム、カーペットなど
素材の張り分け）など、視覚、触覚のコントラストを明確に作り
出し、空間を認識できるデザインを実現している。

自然光 +αの光
ガラスの開放的な外観を利用し自然光を最大限に取り入れ、必要
な量だけを人工照明で補う計画とした。カーペットやタイルなど
素材の違いが内部空間にも視覚・触覚のコントラストを生み、空
間を認識できるデザインを実現している。

熱を遮り空間を守る 「設備トンネル」 環境 ・ 設備デザインの評価
安定した温湿度環境を確保する
必要のある 5階の研究所、6階
の CPC に対してダブルスキン部
を設備スペースとすることで、
外観のガラスに覆われたイメー
ジと更新性、空調負荷抑制と
いった内部の機能も考慮した計
画としている。

将来改修時の設備ルート

キャピティ内を設備
バルコニーとして、
改修時に CPC フロア
を運用可能とする

ダブルスキンによる
研究所・CPC の
空調負荷抑制

神戸アイセンターは災害の経験をもとに 1998 年から神戸市が着手した「神戸医療
産業都市」に iPS 細胞を用いた再生医療の研究施設、眼科医療施設、ロービジョン
ケア・生活支援までをトータルで対応する世界初の「眼」のワンストップセンター
として計画された。

In the Kobe eye center, a research facility of the regenerative medicine using iPS 
cells, ophthalmology medical facilities, low vision care, life support were planned 
as a one stop center of the world's first "eyes" which coped by total in "the Kobe 
medical industry city" where Kobe-shi started based on the experience of the 
disaster from 1998.

建  築  主　神戸都市振興サービス株式会社
設計監理　株式会社　日本設計
施  工  者　建築：明和関建特定建設工事共同企業体
　　　　　電気：西部電気建設株式会社　　機械：ダイダン株式会社
所  在  地　神戸市中央区港島南町２丁目１番地８
構　　造：鉄骨造　　　階　　数：地上 7階　　　用　　途：病院・研究所
敷地面積：2,000 ㎡　　建築面積：1,573.16 ㎡　　延床面積：8,583.67 ㎡
工　　期　平成 28 年 8 月から平成 29 年 11 月

建 築 概 要

屋上緑化
... 屋上面の熱負荷の抑制

個別チラー空調
... テナント別に熱源を個別化

ダブルスキンによる負荷抑制
... 設備スペースとの兼用

自然光の取り入れ
... 不足分は照明で補う

空気式床輻射空調による居住域空調
... 効率的な居住域空調

再生水の利用
... 資源の有効利用

構造体のショールーム

夜は鉄骨の構造体をライトアッ
プによってガラス越しに浮かび
上がらせ、地域のシンボルとし
てデザインしている。
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Vision Park

研究所

病院(管理)

病院(医局)

病院(栄養)

病院(手術・病棟)

病院(外来・検査)

細胞培養施設(CPC)

機械室・電気室

病院(薬剤・事務)
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スポットライトの光が導く

2F 平面図

000000

みちびきロード
多様なエリアを色で示す
からふるソファ

一定のリズムで上り下りする
とんとんステップ

光をつかんで楽しくクライミング
みちびクライミングウォール

リハビリテーションのひとつとして光で導くクライミング
ウォールを設置

空間の特徴に合わせた色の家具を配置し、利用者にエリアの移
り変わりを色で伝える

明るさの違いや、スポットライトの配置によって弱視の方も、晴眼
者の方も使いやすいよう光で導くサイン計画

… A. 感性軸（造形） … B. 機能軸（技術） … C. 社会軸（環境） … D. 経済軸（LCC）

自己評価欄評価項目に対する設計者のデザイン意図
評価項目

（従前のデザインに比較し、優れている部分、卓越している部分に関して具体的に記述） 普通
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一般的な病院というイメージを覆すガラスに覆われた施設のため、照明計画との融合により周辺からの夜間の見
え方に配慮している。

02 調和性 ☆ 隣接する中央市民病院と先端医療センターを渡り廊下で接続するとともに歩行者デッキからアクセスする人をピ
ロティで迎え入れることで、周辺環境と調和のとれた計画としている。 

03 独創性 ☆ 安定した温湿度環境を確保する必要のある研究所、CPC に対してダブルスキン部を設備スペースとすることで、
外観のガラスに覆われたイメージと更新性、負荷抑制といった内部の機能も考慮した計画としている。

04 象徴性 ☆ ガラスに包まれた外観と設備バルコニーを組み合わせることで、空調負荷抑制にも寄与している。

05 完成度 ☆ ガラスに包まれた外観は光を感じる空間を創り出し、異なる機能の活動を透けて見せ、施設を守る特徴的な構造
体がアッパー照明に照らされ、街のシンボルとして存在している。 

06 機能性 ☆ 貸床面積を整形で柱の少ない空間とするため、ロングスパンの梁と斜め柱、ブレースを用いた構造計画とし、自
由な平面計画を実現している。 

07 効率性 ☆ L型敷地の北西部は貸床面積が十分確保しにくいため、EVや機械室、WCを集約配置した。 

08 利便性 ☆ 各テナントで完結した空調システムとすることでテナント毎のニーズに対応しながら省エネに配慮した計画とし
ている。 

09 安全性 ☆ 機器等が故障した場合に各テナントに影響を与えないようにするため、各テナントで完結したシステムとしてい
る。また敷地（埋立地）の特性を考慮して、災害時におけるインフラの確保に配慮している。 

10 先導性 新商品として出たばかりの個別型チラーに着目し、計量計画やメンテナンス性、更新性といったテナント対応に
配慮した計画としている。

11 環境負荷 ☆ 吹き抜け空間もあるロービジョンケアの空調方式は空気式床放射空調システムを採用し、 
居住域空調とすることで省エネルギー性に配慮している。

12 資源消費 ☆ 雑用水についてはポートアイランドにある下水処理施設での処理水を利用した再生水を採用している。 

13 地域環境性 ☆ 塩害地域の為、建物への給気計画について設置個所を最小限に抑え、塩害フィルターをまとめることでメンテナ
ンス性に配慮した計画としている。

14 ユニバーサル性 ☆ 晴眼者、視覚障がい者、弱視の方など様々な症状の方が訪れる場として「光」「色彩」「素材」「段差」など視覚、
触覚のコントラストを明確に作り出し、空間を認識できるデザインを実現している。 

15 先進性 ☆ iPS 細胞を用いた再生医療の研究施設、眼科医療施設、ロービジョンケア・生活支援までをトータルで対応する
世界初の「眼」のワンストップセンターとして計画している。 

16 イニシャルコスト 大容量の熱源設備を設けず、テナント性を考慮して小、中容量の汎用機器を主体とした計画としている。

17 ランニングコスト ☆ 個別型チラー方式の採用により、高効率なビルマルチ用の屋外機を利用しているので省エネ運転が可能であり、
空調機ごとの熱源のため、各テナントの空調機に最適な温度条件で冷温水供給ができる計画としている。

18 維持管理 ☆ 将来改修工事が行いやすいように、空調システムについては各テナントで完結したシステムとしている。

19 耐久性 ☆ 5階の研究部門や 6階の CPC といった将来改修が必要になる可能性があるエリアに対して、 
他に影響なく工事が出来るように 5階から屋上まで設備バルコニーを設置している。

20 LCC イニシャルコスト及びランニングコストを抑えたシステムの採用により、ライフサイクルコストを低減している。 
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06 機能性

07 効率性

08 利便性

09 安全性

10 先導性
11 環境負荷

12 資源消費

13 地域環境性

14 ユニバーサル性

15 先進性

16 イニシャルコスト

17 ランニングコスト

18 維持管理

19 耐久性

20 LCC
01 審美感

02 調和性

03 独創性

04 象徴性

05 完成度

コンセプト図

▽FL+900
▽FL+600
▽FL+300
▽FL±0
▽FL-300
▽FL-600

明るい方へ行こう

自然光と照明の
誘導

あったかい！
すずしいなぁ

本棚が手すりに　
　　　  なってる

段差？
素材が違う？

一緒に料理
楽しいね

▽F▽ L+L 6666
▽▽F

▽F▽FL+L+++909000

空気式床輻射空調素材の違いと段差

照 明

照 明

自然光があふれる吹抜けの
ホールエリア自然光

色 彩

山路を登りながら

断面構成図


